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【Objective＆Methods】大規模コホートの横断的分
析で日本人関節リウマチ（en）の罹患関節の分布、
特徴を明らかにすべく、Nation－wide・databaseである
NinJaの2008年度登録RA患者6408例を対象に
ACR　core　set　68関節の罹患（疹痛・腫脹の有無）と
罹病期間、DAS28－ESRとの関係を解析した。
【Results】　1）罹患関節分布　手関節が最も高率に
罹患していたが、腫脹関節と無痛関節に分けて解析
すると膝関節、肘関節、肩関節などの大関節におい
ては疹痛頻度が高く、中手指節関節などの小関節に
おいては腫脹頻度が高かった。2）罹患関節への疾
患活動性の影響　DAS28－ESRと68関節の罹患割合
は正の相関をしていた。また疾患活動性による罹患
関節分布に変化は無かった。3）罹病期間の影響
罹病期間で分類し各関節の罹患頻度を比較しても一
定の傾向は無く、好発部位は共通していた。
【Discussion】　腫脹頻度と違い、痙痛頻度は上肢小
関節より大関節で高い。このことは大関節は生活動
作での負担が多く、侵害刺激が増し疹痛閾値が低下
していることによる可能性を推察した。疾患活動i生
が高くなると関節の罹患頻度は増加するものの、罹
患関節の分布に変化はなかった。また罹病期間によ
る罹患頻度への影響もないことから、関節リウマチ
の疾病経過における罹患関節の分布は一様であるこ
とが示唆されると考えられた。
【Conclusion】　1）RAの罹患関節は好発部位が存在
する2）RAにおける腫脹および払子の好発関節に
乖離がある3）関節リウマチの疾病経過における罹
患関節の分布は一様である
【緒言】抗シトルリン化ペプチド抗体は関節リウマ
チ（RA）の診断マーカーとして、2007年より抗
CCP抗体が実地臨床で用いられている。一方、　RA
関節藩中のビメンチンには体細胞突然変異によるア
ミノ酸置換やアルギニン残基のシトルリン化が認め
られる。本研究ではこの変異型シトルリン化ビメン
チンを認識する抗MCV（mutated　citrullinated　pep－
tide）抗体を測定し、抗CCP抗体や抗RA－CP抗体
（lgG－Fcのアミノ酸配列に基づく合成シトルリンペ
プチドを抗原）の抗体価との相関を検討した。
【方法】RA患者47例の抗シトルリン化ペプチド
抗体に関して、抗CCP抗体（MESACUP－2　CCP、
医学生物学研究所）、抗MCV抗体（Anti－MCV、
Orgentec社）、抗RA－CP抗体（RA／CP　EIA　Kit、　IBL
社）をELISA法にて測定した。
【結果】　抗CCP抗体、抗MCV抗体、抗RA－CP抗
体の感度はそれぞれ85．1％、80．9％、70．2％であり、
抗MCV抗体と抗CCP抗体、抗RA－CP抗体との問
には有意な相関を認めた（相関係数は0．68
（p＜0．0001）、0．67（p＜0．0001））。さらに抗CCP抗体
陰性7例のうち、抗MCV抗体、抗RA－CP抗体は
それぞれ2例、1例で陽性であった。
【結語】抗シトルリン化ペプチド抗体である抗
MCV抗体や抗RA－CP抗体は抗CCP抗体と同様に
RA診断に有用な可能性がある。また、抗CCP抗体
陰性RAの血清診断における有用性も示唆される。
特に抗MCV抗体はRAの病因・病態との関連も示
唆されており、今後の研究の進展が期待される。
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